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3つの問いから読み解くエドヴァルド・ムンク《オースゴールストランの日の出》

はじめに

　ノルウェーの画家、エドヴァルド・ムンク（1863－1944）の油彩画《オースゴールストランの日の出》（図1）が、2021年よ
り吉野石膏コレクションに加わった。同コレクションの西洋部門はフランス近代絵画が大半を占めており、北欧出
身の画家による作品収蔵は本作が初めてとなる。ノルウェーにとどまらず、20世紀以降の西洋美術史に大きな影
響を与えたエドヴァルド・ムンクの作品がみられることは、吉野石膏コレクションの新たな魅力となるだろう。
　ムンクの名を冠した展覧会は過去にも度々開催されており1）、その人気と知名度の高さがうかがえるが、国内で
所蔵が知られているこの画家のタブローは、本作を除き5点と多くはない2）。そのうちの2点が、本作と同じくノルウ
ェー南東の海辺の町、オースゴールストランを描いたものである。オースゴールストランはムンクが一時期夏季に滞
在した町で、ここでは多くの代表作が生まれた。本作は当地で制作されたのち、クリスチャニア（現オスロ）の教育学
者およびヘンリック・イプセン研究者、シグルド・ヘスト（1866－1939）のコレクションとなり、シグルドの死後はその一族
が所有していた。また1969年にロンドンのマールボロ・ギャラリーで開催された展覧会への出品以降 3）、一般公開
の機会はなく、本作の基本情報は知られていたものの4）、詳細な調査はなされていなかった。当財団では《オースゴ
ールストランの日の出》の収蔵にともない、科学調査およびムンク美術館のアーカイブ等での文献調査を行った。本
論は、その調査結果を3つの観点よりまとめたものである。
　収蔵前に行われた光学調査により、本作には当初三人の人物が描かれていたことが判明した。この下層のイメ
ージと合致する完成作品は存在しないが、同じ構図のスケッチと、それに付されたムンクによる説明がのこされて
いる。それによれば、これは幼少
時のエドヴァルド自身とその姉ソフ
ィエに、母親が自らの死が近いこと
を告げている場面であることが分
かる。エドヴァルドの母ラウラは、
彼が5才の時に結核でこの世を去
った。母の死というテーマ、そして
三人の人物描写が、当時画家が
取り組んでいた作品と多くの共通
性を持っていたことを以下に見てい
く。またこの下絵について、同時期
に描かれた《叫び》（1893年、オスロ国

立美術館ほか）につながる要素を確
認する。
　次に、風景描写について考察す
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図1 エドヴァルド・ムンク《オースゴールストランの日の出》1893－95年　油彩・カンヴァス　65.2×
86.4cm　吉野石膏コレクション
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る。先行研究により、本作は実際の地形と日の出の位置を正確に描いていることが分かっている。ムンクは、人間
の心象を表現することを生涯のテーマとした。そして「生命のフリーズ」に代表されるように、作品を一連の装飾とし
て構想する、モニュメンタルなものへの志向が強い人物であり、写実性に注目されることは少ない。しかしムンクの
作品にみられる一見異様な風景表現は、実際に起きた自然現象に基づくものであるという研究もなされている。本
作の風景表現から、ムンクが観察したものをいかに写しとり、それを変容させていったのかを見ていく。
　最後に、これまで取り上げられてこなかった額縁について検証する。《オースゴールストランの日の出》に付属す
る額縁は、ヘスト家に展示されていた時の写真から、当時と同じものであると推測される。ムンクは装飾のない簡
素な額縁を好んで使用しており、この額縁もそうしたつくりだが、全体に着色がなされている点が特徴的である。ム
ンク作品の額縁で着色されたものは稀少であり、この度行った科学調査とあわせ、《オースゴールストランの日の
出》の額縁についての分析と制作者についての考察を行う。

隠されたもう一つの絵？

　《オースゴールストランの日の出》の画面には、顔料の盛
り上がりと思われる凹凸が、描写の筆致と一致しない部
分にみられる（図2）。そのため、現在のものとは異なるイメ
ージが下層にある可能性が指摘されていた5）。2021年に
サザビーズの科学調査チームが実施した本作の光学調
査は、それを裏付ける結果となった。赤外線カメラ（Osiris 

InGaAs camera）で撮影した写真には、画面を右に90度回
転させると、窓とカーテンを背にし、中央に立つドレスを着
た人物と、その左手に座る二人の人物が写っていたので
ある（図3）。上述の凹凸部分は、このイメージと一致してい
る。本作はもともと人物画として描かれ、着彩の段階まで
進んでいたが中止され、風景画として描き改められたこと
が明らかになった。
　画面に隠されていたこのイメージと合致する油彩作品は
現存しないが、ムンクによる複数のスケッチに、同じ構図を
見出すことができる（図4－9）。最初に描かれたスケッチ（図4）

には、以下の文章が添えられている。

　大きなダブルベッドの端で、2つの小さな子供椅子
に彼らは身を寄せ合い座っていた。背の高い女性が
その傍らに立ち、窓に大きく暗い影を落とした。彼女
は言った、彼女はもうすぐ彼らのもとを去る、どうして
も去らねばならないのだと。そして彼女がいなくなった
ら、彼らは悲しいかと問うた。そして、彼らは彼女と天
国で再び会えるよう、いつもイエスさまの近くにいると
約束しなくてはならなかった。彼らは全てを理解しては

図3  《オースゴールストランの日の出》赤外線写真
 Image Courtesy of Sotheby’s, Inc.

図2  《オースゴールストランの日の出》斜光写真部分図
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いなかったが、耐え難い悲しみを覚え、ともに激しく泣いた6）。
　
この内容から、この場面は母親が子供たちに自身の死が迫っていることを伝え、子供が悲嘆にくれているところで
あることが推測される。そのことを裏付けるのが、ムンクの母ラウラが彼の姉ソフィエに宛てた手紙である。

　私のいとしいソフィエ、お前は、お前が洗礼の契約から脱落することがないように、私に書きしるしてくれと
何度も頼みました。今晩私はひとりで坐っており、いくらか元気な間に、弱い私ですが、お前の願いをかなえ
てあげましょう。
　お前の愛するお父さんが、じゅうぶん忠告をしてくださるということは私もよく知っています。しかし、おまえ
がこうしてもらいたいというので、この機会に、お前に少し書いておきましょう。
　もし主なる神がお前を生かし給うなら、悪への誘いがたくさんやってきます。悪魔のすべての行いとその存
在を拒絶するためには、とてもとても努力がいります。この世と肉欲とがイエス様を離れて、滅びに導く道へと

図4 エドヴァルド・ムンク《幼少期の
思い出：ダブルベッドの端で》　
1889-90年　鉛筆・紙　21.0×
16.9cm　オスロ市立ムンク美術
館（MM.T.02761-02-recto）

図5 エドヴァルド・ムンク《幼少期
の思い出：ダブルベッドの端
で》　1892年　鉛筆・紙　9.9
×16.8cm　オスロ市立ムンク
美術館（MM.T.00128-26）

図6 エドヴァルド・ムンク《「幼少期の思い出：ダブルベッドの端
で」と「動物のスケッチ」》　1893-94年　木炭・紙　42.0×
52.5cm　オスロ市立ムンク美術館（MM.T.02265）

図7 エドヴァルド・ムンク《幼少期の
思い出：ダブルベッドの端で》
　1894年　 木 炭・ 紙　34.0×
25.5cm　オスロ市立ムンク美術館
（MM.T.02358）

図8 エドヴァルド・ムンク《幼少期の
思い出：ダブルベッドの端で》　
1916年　黒クレヨン・紙　35.1
×24.1cm　オスロ市立ムンク美
術館（MM.T.02765）

図9 エドヴァルド・ムンク《幼少期の
思い出：ダブルベッドの端で》　
1920-25年　水彩、ペン・紙　
55.0×33.0cm　オスロ市立ムン
ク美術館（MM.T.02262）
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しばしば誘惑するでしょう。だからね、私のいとしいソフィエと私のいとしいほかの子たち、エドワルド、アンド
レアス、そしてラウラ、主におすがりし、用心を怠らず、神の御言葉を読み、お前たちの魂を再び贖い給うたお
方からしっかりと離れないようになさい。ああ、願わくば、神様がこのように堅く結び給うた私たちが、2度と別
れることがないように、天国で集まれますように。
　いとしい子らよ、イエス・キリストさまが、お前たちを現世でも天国でも幸せにしてくださいます。イエスさまに
背を向けて、お悲しみになるようなことをしてはいけません。私は、地上ではこのように私の心の一部となった
お前たちの誰かと、天国では会えないのではないかという恐れでいっぱいです。しかし、お祈りを聞き給うと
約束なさった神さまをお頼りして、主が私に生命をお預けくださる間は、たえまなく、お前たちの魂のために乞
い願いましょう。そして今、私のいとしい子らよ、かわいい私の幼な子たち、今、私はお前たちに別れを告げ
ます。お前たちの大好きなお父さんが、天国にたどりつく道を、もっと分かりやすく教えてくださるでしょう。私
は、お前たちみんなをそこで待つことにします。
　ああ、イエスさまのおかげで、私たちすべての魂が救われますように。神さまがお前たちとともにいらっしゃ
るように。神さまの祝福が、お前、ソフィエの上に、あお白いエドワルドの上に、アンドレアス、そしてやさしい、
いとしい、献身的な夫である、貴方の上にありますように。イエスさま、お前たちすべてを、その愛のゆえに慰
め給うように。
　アーメン

お前たちをいとおしむ
ラウラ・ムンク
1868年1月12日7）

ラウラはこの手紙を書いた年の12月、結核でこの世を去ったが、ソフィエは当時6才、ムンクは5才であった。上記
のスケッチ群と添えられた文は、ラウラの遺書とその死の記憶から生まれたものである。
　ムンクは幼少期に母を、14才の時に姉ソフィエを同じく結核で亡くしており、そのことはその後の創作に大きな
影響をもたらした。初期の代表作である《病める子》（1885－86年、オスロ、国立美術館）、《春》（1889年、オスロ、国立美術

館）は、ともに病床の少女と母親を描いたものである。本作と同時期には《死の床で》（図10）、《病室での死》（図11）、
《死の臭い》（図12）、数年後には母の死に直面した子供を描いた《死と子供》（図13）を制作している。これら4作は、
ムンクの最も重要な絵画プロジェクト「生命のフリーズ」における主題の一つ「死」に属す作品群 8）でもある。死の場
面を描くことが、画家にとって当時いかに重要であったかは明らかであろう。そしてそうした作品と、《オースゴール

図10 エドヴァルド・ムンク《死の床で》1895年　油彩、テンペラ・カンヴァス　
90.0×120.5cm　ベルゲン、ラスムス・メイエル・コレクション

図11 エドヴァルド・ムンク《病室での死》1893年　油彩・カンヴァス
　134.5×160.0cm　オスロ市立ムンク美術館
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ストランの日の出》の下に描かれたイメージとは差異も存在する。「生命のフリーズ」の作品は、死者、あるいは臨
終にある者を前にして嘆き、祈る人々が主題となっているのに対し、下絵では死す側の母親が、うずくまり顔を覆う
子供たちの前に大きく立ちはだかる姿が描かれている。そこには予告された母の死への悲しみというよりも、その
事実への戸惑いと恐れを強く感じさせる。家族を早くに失くしたムンクは、自身も病と死を常に身近に感じていた。
それは、以下のような文章に表れている。

　早くに亡くなった母からは―結核菌―乱れた心―古い血統に根差す狂信的な信仰を持った父親から
は―狂気の芽を受け継いだ―

　誕生から―恐怖、悲しみ、死の―天使たちが私の傍らに立ち、外で遊んでいるとき、春の日差し、夏の
煌めきのなかでも、私についてきた。

　彼らは夜、目を閉じている時に傍らに立ち―私を死と地獄と永遠の劫罰で怯えさせた9）。

　本作に描かれた死を告げる母には、上記の「天使」の姿が重ねあわされているように思われる。このスケッチは
油彩画として仕上げられることはなかったが、当時制作された「家族の死」をテーマとした作品群のなかでも、画家
自身の死への恐怖と幼少期の思い出に結びつく、個人的な意味合いの強いものであり、ムンクが長年そのイメー
ジを抱き続けていたことは、先のスケッチ群からもうかがえる。
　下絵については、もう一つ興味深い点がある。画面左の子供二人は、いずれも座り込んだ姿勢で顔の横に手を
当てている。特に右側の少年のポーズ（図14）は、これまで知られてきた関連のスケッチには見られないものだが、
これはロバート・ローゼンブラムが《叫び》（図15）の着想源の一つとした10）、ペルーのチャチャポヤ族のミイラ（図16）

を想起させる。ローゼンブラムは、ムンクがゴーガンに受けた影響を論じるなかで、ウェイン・アンダーソンがポール・
ゴーガンのうずくまり、顔を抱える女性像（図17）の類型のイメージソースとした11）、1882年に開館したパリのトロカ
デロ民俗学博物館（現・人類学博物館）で展示され、89年のパリ万国博覧会にも出品されたこのミイラをとりあげた。
そして、89年より奨学金を得て以来、パリに度々滞在したムンクがこのミイラと、ゴーガンに再解釈された女性像
双方に触れることができた可能性と、特異なポーズの共通性から、《叫び》への影響を指摘したのである12）。ロー
ゼンブラムの説は、ムンク自身によるミイラへの言及がないことから、形態の類似性において注目されるものの、そ

図12 エドヴァルド・ムンク《死の臭い》　1895年　油彩、テンペ
ラ・カンヴァス　100×110cm　オスロ市立ムンク美術館

図13 エドヴァルド・ムンク《死と子供》　1899年　油彩・カンヴァス　104.0×
179.5cm　オスロ市立ムンク美術館



28

3つの問いから読み解くエドヴァルド・ムンク《オースゴールストランの日の出》 ｜ 佐藤菜々子

の後大きく取り上げられることは少なかった。しかし本作の下層イメージに見られる人物像は、ミイラ、あるいはゴ
ーガンによる女性像からの影響がより明確に読み取れる。同時期に描かれた《叫び》に対しても、それらの影響の
可能性を再び検証すべきであろう。

ムンクは風景をどう描いたのか？

　再び、《オースゴールストランの日の出》の画面に戻る。サザビーズによるコンディションレポートとその後の状態
調査により、本作には周縁と空の一部分に補彩があるものの、裏打ちはなく、ほぼオリジナルの状態に近いことが
分かっている。作品表面にはニスが塗られていたが、ムンクは自身の作品にニスを塗ることは稀であったため13）、
後世の補彩の際に施された可能性が高い。画面上には先述した最初に描かれたイメージが凹凸として現れている
が、その形や色は完全に塗りつぶされた状態である。絵具層には一定の厚みがあり、太陽の描写などに絵具の盛
り上げがみられるが、庭や道の描写部分には下に塗られた青の層が透けて見えるほか、画面下のキャンバスの縁
には絵具の液状の垂れが確認でき、希釈倍率の高い油絵具も使用されていることが分かる。ムンクの作品には厚
塗りと薄塗りを併用し、異なるテクスチュアを共存させている例が見られ 14）、そのことが色彩にさらなる複雑さを与
えている。　　
　描写については後述するが、本作の写生地について基本情報を確認する。オースゴールストランは、首都オスロ
より陸路で南西100キロ先の湾岸の町である。ムンクは1888年、25歳の時この地で秋を過ごした。翌年には小さ
な家を借り（98年にはサマーハウスを購入）、1905年頃までの多くの夏をオースゴールストランで過ごすこととなる。当時
この地はクリスチャン・クローグ（1852－1925）、フリッツ・タウロウ（1847－1906）ら、ムンクが師事したノルウェーの著名
な芸術家たちが制作に訪れる場所となっており、彼らとの交流も生まれていた。こうした環境で、《橋の上の少女》

（1899年、油彩・カンヴァス、オスロ国立美術館）、《声－夏の夜》（1893年、油彩・カンヴァス、オスロ市立ムンク美術館）といった
代表作が当地で制作されたのである。ムンクのサマーハウスとアトリエは現在資料館として公開されており、当時
の家の様子が再現されている。
　本作がオースゴールストランのどの場所で、いつ頃描かれたかについては、エヴァ・グレン・ポープ氏による研究が

図15 図16 図17図14

図14 図3の部分図
図15 エドヴァルド・ムンク《叫び》　1893年　テンペラ、クレヨン、パステル・厚紙　91.0×73.5cm　オスロ国立美術館
図16 ペルー、チャチャポヤ族のミイラ　9～ 15世紀　パリ、人類博物館（Rosenblum 1978, �g.12より掲載）
図17 ポール・ゴーガン《我 は々どこから来たのか 我 は々何者か 我 は々どこへ行くのか》（1897－98年　ボストン美術館）部分
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ある15）。ポープ氏は現地の測量を行い、本作の構図が、
海岸につながる国道（現N.C.Nielsen通り）沿いにある住宅
の二階からの眺めと一致することを明らかにした16）。筆
者の写真（図18）は、同住宅の脇の道路から撮影したもの
である。景色は変わっているものの、右に蛇行する道と
建物、木立の位置関係はほぼ変わらない。またポープ氏
は本作に描かれた太陽の昇る位置が二階から観測でき
るのは、4月の第二週もしくは9月初めの晴れた日と推定
し、ムンクがオースゴールストランで過ごしていた時期か
ら後者であるとしている17）。そして上記の住宅には、ムン
クの友人であった医師ヴィルヘルム・グリムスゴード（1868

－1937）が1895年より住んでいたことから、ムンクが当地
に滞在した1895年の9月初めに描かれた可能性を指摘
した18）。
　上記の研究成果は、ムンクが本作において実景をきわ
めて忠実に描写しているため、制作場所や時期の特定
が可能となったことを示している。ムンクの作品は、先述
したように個人的な体験や心理と深く結びついており、
風景も内面の発露として分析される場合が多い19）。しか
し、一見きわめて独創的な風景表現が、気象現象と地
理に基づいたものであるという研究もなされてきた20）。こ
れらは相反する見方ではなく、ムンクが対象を観察する
優れた眼と、そのなかからモチーフを表す要素を抽出し、
新たなヴィジョンをつくりだす豊かな創造性を兼ね備え
たことを示していると言えよう。
　本作の風景表現では、日の出の描写が注目される。
ムンクが日の出をテーマとした絵画は、1909年にオスロ
大学講堂の壁画の一つとして描かれた《太陽》（図19）とそ
のための習作群が知られているが、その他明け方を描い
たと明確に分かる作品は、《港の日の出》（図20）と本作の
みである。《太陽》と《港の日の出》は、象徴的な風景のな
かで昇っていく太陽が強調されて描かれる一方、《オー
スゴールストランの日の出》はまだ薄暗い町と、太陽に照
らされた水平線沿いの空がコントラストをなす情景が迫
真的に描かれており、見た印象を再現しようという意識
が強く感じられる。また、本作においては海面に映る陽
の光が一筋の線となり、にじむように広がるさまが丹念
に描かれている（図21）。この頃、ムンクは月と水面に映る
月光を数点描いている。はじめは写実的な描写（図22）で
あったが、徐々に抽象化され、アルファベットの「i」に近

図18  《オースゴールストランの日の出》制作場所近くの写真（筆者撮影）

図19 エドヴァルド・ムンク《太陽》　1911年　油彩・カンヴァス　455.0
×780.0cm　オスロ大学講堂

図20 エドヴァルド・ムンク《港の日の出》　1893-94年　油彩・カンヴァ
ス　54.0×81.0cm　オスロ市立ムンク美術館

図21 《オースゴールストランの日の出》部分
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い描き方となっていく（図23）。この印象的な月と光の反射のかたちは、その後も夜景を描いた作品で繰り返され、ム
ンクの風景描写のなかでも特に印象的なものとなっている。ここに、ムンクが風景を観察したうえで、そこから本質
的な部分を抽出し、独自の表現を生み出す過程を見出すことができる。《オースゴールストランの日の出》は、光とそ
れを映す水面の描写を探求していた時期に生まれた作品の一つであり、オスロ大学講堂の壁画に描かれたモニュ
メンタルな太陽の出発点として見ることもできるだろう。
　本作における自然表現ではもう一つ、画面上の右手から中央の空にみられる描写（図24）にも目を向けたい。明
け方の太陽の光に染まりつつある空が、水、黄、オレンジ色の混じりあう繊細な色調で表現されるなか、その層の
上から右斜めの方向に、灰色がかった青の長いストロークの線が何本か引かれ、太陽に近い方には、白の絵の具
が厚くのせられている。夜明けの空に箒星のごとく浮かぶこの描写部分は、周囲とは異質な存在感を放っており、
似た表現は他のムンクによる風景画にも見出せない。筆者はこれを、雲の表現と推測した。通常10種に分類され
る雲のなかで、本作の描写に近いのは巻雲（図25）と呼ばれるものである。巻雲（高度5～ 13㎞）は上層雲の一種で、
「刷毛ではいたような」と称される、薄く筋を束ねたような形状が特徴である。季節と時間帯を問わず出現するが、
気流によって尾を引きカーブした形状に見える場合もある。
　もう一つの可能性として、10種のなかにはない特殊な雲形、夜光雲（図26）がある。夜光雲は巻雲に似ているが、
さらに上層（高度80～ 90㎞）に出来る雲で、日の出と日没の前後に青白く、明るく浮かび上がって見えるのが特徴で
ある。北半球では北緯50～ 70°（オースゴールストランは59°）の地域で、3～ 9月、特に夏季に観測される。1885年、銀
白色に光る雲がドイツ、イギリス、ロシアで報告されたが21）、同年ドイツの天文学者、オットー・イェッセ（1838－1901）

が観測し、87年撮影に成功したことで、その存在が夜光雲として認識されるようになった。またイェッセは、夜光
雲が1880年代半ば以前にみられないのは、その発生は1883年8月に起こったインドネシアのクラカタウ火山の大
噴火が、上層の大気に影響を与えたことに起因するためであると考えた22）。現在は他の火山噴火との関連 23）のほ
か、産業革命による大気汚染の可能性も指摘されている24）。またイギリスの画家、ウィリアム・アシュクロフト（1832－

1914）は、クラカタウ噴火後 ロンドンの空に現れた変化を、1883年から86年にかけてスケッチとして記録した。その
うちの一枚に、夜光雲と思しき雲が描かれている（図27）。
　ムンクが夜光雲について言及した記録はないが、画家が芸術家としての道を歩みだした頃、この現象は高緯度
のヨーロッパ各地で突如観測されるようになった。ムンクが初期に活動拠点としたベルリン、そしてオースゴールスト
ランに滞在中、夜明けに夜光雲に遭遇した可能性はあり、発生条件の特殊さは他の風景画に見られない理由とも
なる。そして夜光雲の存在が「発見」されたことにより、類似する現象をそのように描いてしまうことも起こりうる25）。

図22 エドヴァルド・ムンク《海岸の神秘》　1892年　油彩・カンヴァス　
86.5×124.5cm　個人蔵

図23 エドヴァルド・ムンク《夏の世の夢：声》　1893年  油彩・カンヴァス
　88.0×108.0cm　ボストン美術館
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近年ノルウェーの気象学者スヴェイン・フィッケは、《叫び》の赤と白が入り混じる空を、高緯度の成層圏に発生す
る、真珠母雲という雲を描いたものではないかという論を発表した26）。ムンクの風景表現について、自然現象の描
写という観点のみで語ることは無論出来ないが、写実への意識が強く感じられる本作については、空の描写からこ
うした推測を行うことも、画家の制作状況を考える上で意義があるだろう。

額縁はどこから来たのか？

　《オースゴールストランの日の出》購入時より、作品には木製の額が付属していた（図28）。額にメッキや盛り上げ
装飾はされておらず、角や縁部分には数か所欠損がある状態で、一見すると簡素なものである。しかし一般的な
額と異なるのは、その表面に着色が施されている点である。額の内縁は淡い黄土色で縁取りがなされており、全
体は自由な筆致で引かれた黒い線で覆われている。そして額側面の窪みには、部分的に青と緑が塗られていた（図
29）。この額の装飾について、その技法と組成を検証するため、修復研究所21へ依頼し、額の試片を用いた科学
調査を２回実施した27）。その結果、以下のことが明らかになった。
　額表面、装飾部分の最下層からは、炭酸カルシウム（CaCO3）の検出があり、試料からは微生物の化石も確認さ
れたため、白亜と特定された。額のコーティングには盛り上げ装飾および鍍金の下地として石膏が使われるのが一
般的であり、本来油彩もしくはテンペラ画の下地となる白亜の使用はきわめて稀である。また白亜のメディウムは水
性であり28）、一般に使用される膠水と考えられる。白亜は二度に分けて塗布されており、その上に絵具層があると
いう構造になっている（図30）。
　絵具層からは、酸化鉄（Fe2O3）も主成分として含む赤褐色系顔料（バーントシェンナ、テラローザ）もしくは黄色系顔
料（イエローオーカー）及び、酸化亜鉛（ZnO、ジンクホワイト）が検出された。黒色顔料はアイボリーブラックにあたる元

図24 《オースゴールストランの日の出》部分

図25 夜明けの巻雲（池田圭一『図説　空と雲の不
思議』秀和システム、2017年、p.21より掲載）

図26 夜光雲（Ian Forsyth/Getty Images News/ゲッティイメージズ提供）

図27 ウィリアム・アシュクロフト《日没と夜光雲、1885年7月6日》1885年
　パステル・紙　ロンドン、科学博物館（Science & Society Picture 

Library/SSPL/ゲッティイメージズ提供）
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素は検出されなかったため、炭素を主成分とする
カーボンブラックが用いられていると推定される。
額の全体に塗布された茶褐色、画面を縁取る黄
土色、線状に塗られた黒は、それぞれ酸化鉄系
顔料、ジンクホワイト、カーボンブラックをベース
としながら、互いの顔料を混合もしくは重ね塗り
していると考えられ、全体として多層構造をなして
いる。また額側面の青い着色部分は、ナトリウム

（Na）、アルミニウム（Al）、ケイ素（Si）、硫黄（S）など
の検出元素から、ウルトラマリンと推定された。そ
して絵具層のメディウムは油性であることが確認さ
れ 29）、使用された画材は油絵具であることが判明
した。
　上述した白亜層と絵具層の間は、試料片の採
取位置（左下部と右上部）により異なる様相をみせ
た。額の左下部より採取されたものには、絵具層
の下に油脂分を多く含むごく薄い層と、その上に
さらに濃い褐色の層が見られた（図31）。前者の主
成分は乾性油、あるいはニスである可能性が高
く、黄色系顔料であるオーピメント（石黄）も少量検
出されている。このように、下地と絵具の間につく
られる油脂分の多い有色の層はインプリマトゥー
ラ（imprimatura）、あるいは絶縁層とも呼ばれ、油
彩画のきわめて古典的な技法として知られている。
しかし右上部より採取した試料片にはこうした層

図28  《オースゴールストランの日の出》額装時 図29  《オースゴールストランの日の出》額縁
の側面

図30 光学顕微鏡下での試料片断面

図31 光学顕微鏡下での左下部試料片　白亜と絵具層の間に、濃い褐色の
層がある。

図32 光学顕微鏡下での右上部試料片　白亜と絵具層の間に、赤
褐色の層がある。
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はなく、代わりに濃い赤褐色の層が見られる（図32）。濃い赤褐色の層からは、白色系顔料でもある石膏と硫酸バリ
ウムが少量成分として検出された。これは、左下部の赤褐色の層には見られなかった成分である。これは、全体に
白亜を塗布してから、部分的に異なる方法で下塗りを行った後、油彩により着色していったことを示している。下
塗りがなぜ場所によって異なるかについては今後さらに検討の余地があるが、《オースゴールストランの日の出》の
額縁が、油彩画と同じ技法によって装飾された、極めて稀な例であることが明らかになった。
　《オースゴールストランの日の出》の額縁に、このような彩色を行った人物は誰なのか。それを考えるにあたり、本
作の来歴を確認したい。《オースゴールストランの日の出》は、ノルウェーの教育学者で、ムンクの支援者でもあった
シグルド・ヘストが所有していた。ヘストの娘インゲル・アルバ・グリューセンは、ムンクとヘスト家の交流を綴った著
書で、本作を入手した顚末について記述している30）。ヘストが学生の頃、ムンクからはじめて購入した作品は《ピア
ノと少女》（1886年、オスロ市立ムンク美術館）で、部屋に飾っていたところ、ある日消え失せてしまった。ヘストの嘆きを
聞いたムンクは、彼を自宅に招き、置いてある作品のなかから代わりの絵を探すよう提案した。ヘストは《ピアノと少
女》より一回り大きいオースゴールストランの夏を描いた絵を選び、ムンクに15クローナを追加で払ってこの作品を
譲り受けたという。その後、《ピアノと少女》も無事発見された。またインゲルは、ヘストがベルゲンの大聖堂学校に
勤めていた頃、ベルゲンの自宅に掛けられていたムンクの絵について、同書に記録している。ある日、インゲルは親
友に、彼女の家にムンクの絵がかけられているため、遊びに行くことを禁止されていると言われたことを思い出し、
寂しさや不気味さ、あるいは醜ささえ感じていたそれらの作品を振り返るなかで、「オースゴールストランのムンクの
住まいから見た景色で、青い家、青く澄んだ大気、少しずつ照り始める太陽 31）」を描いた絵（描写から、本作であろう）
は何も問題になるところはなく、素敵な絵であったと書いている。これらの記述からは、本作がシグルドのコレクシ
ョンとしてだけでなく、その家族にも親しまれていたことが伝わってくる。
　シグルドは1923年よりクリスチャニア大学の講師となり、クリスチャニア（現オスロ）に移り住んだが、1930年頃に撮
影されたヘスト家の部屋の写真が残っている（図33）。そこには、《オースゴールストランの日の出》と《ピアノと少女》が
左側の壁に掛けられているのが確認できる。写真にある本作の額縁は、モノクロであるため着彩されているかの判
別は難しいが、簡素な形状、そして額の中央上部にみられる欠けが一致することから、現在の額と同一のものと考
えられる。シグルド・ヘストはムンクの友人であるとともに、その作品の販売を手伝うこともあった。そしてヘストの家
族も、ムンクと長く親交を持っていた。後述するが、ムンク自身も額縁に対して明確な考えを持っており、シグルドが
ムンクの作品に対し、ある意味非常に独創性の強い額を別に用意したとは考えにくい。つまり、この額はムンク自身
が制作したものと考えるのが自然で
あろう。

　エドヴァルド・ムンクが使用して
いた額縁については、近年ムンク
美術館による所蔵品の額縁を再
制作するプロジェクトにともない、
詳細な調査がなされた32）。ムンク
が生前に自身の作品に用いていた
のは、鍍金がされておらず、縁が
平らもしくは半円状に仕上げられ
たタイプのものであった。当時主
流であった、石膏の盛り上げ装飾
と鍍金がされた額縁を好んでいな

図33 ヘスト家邸宅に展示された《オースゴルストランの日の出》《ピアノと少女》（1930年頃撮影）
 Image Courtesy of Sotheby’s, Inc.
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かったことは、ムンクが残した以下のような証言に表
れている。

良い絵画は多くのことに耐える。そのままの状態
を保ち、格式張った重 し々い額縁に入れなければ
ならないのは魅力の乏しい作品だけだ。（額の）縁
は浅めにし、形は半円で白いものが好ましい33）。

「多くのことに耐える」とは、ムンクが制作した絵画をし
ばしば屋外に放置し、風雨にさらしていたことを示して
おり、額縁もまた同様の扱いを受けた（図34）。
　額縁の華美な装飾性に対する忌避は、ヴィンセント・
ヴァン・ゴッホ、遡ればエドガー・ドガにも通じる近代的
な画家の美意識といえるが 34）、ムンクが作品と額を自
然環境に置き、同じ変化を期待していたことには、独
自の実験精神が感じられる。しかしムンクの額縁におけるこころみは、それにとどまらない。ムンクが額縁制作に関
わったことが分かっている、現存する唯一の完成例は、《メタボリズム》（図35）である。本作の額縁上縁にはオスロ
の都市景観、下縁には人間と動物の頭蓋骨と画中の樹木の根が浮彫と着色により表現されており、イメージの延
長として機能している。そして現在オースゴールストランの資料館には、ムンクが手を加えた未完成の額が保管され
ている（図36）。また、代表作の一つ《マドンナ》（図37）には、当初胎児と精子が描かれた額縁がつけられていた35）。
この額は後に外され、現存しないが、1895年にクリスチャニアのブロムクヴィスト画廊で開催された個展の戯画か

ら、その様子を知ることができる（図38）。《マドンナ》の額縁
は失われたものの、同作の版画にそのデザインが引き継が
れている（図39）。また2010年、オスロ国立美術館およびムン
ク美術館が所蔵するムンクの絵画5点の蛍光X線および顕
微FT-IRによる科学分析が行われ 36）、ムンク美術館所蔵の
《マドンナ》の下地は、膠で溶いた白亜に、鉛白を混ぜた亜
麻仁油を塗り重ねたものであることが判明した37）。油彩画と

図34  《エドヴァルド・ムンクと若い女性、オースゴールストラン》　1904
年　ゼラチンシルバープリント　オスロ市立ムンク美術館（CC 
BY-NC-SA 4.0 Munchmuseet）

図35 エドヴァルド・ムンク《メタボリズム》　1899－1903年  油彩・
カンヴァス　175.0×143.0cm 　オスロ市立ムンク美術館

図36 ムンクの資料館にある額縁（筆者撮影）
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図37 エドヴァルド・ムンク《マドンナ》1894年　油彩・
カンヴァス　90.0×68.5cm　オスロ国立美術館

図39 エドヴァルド・ムンク《マドンナ》1895年　リトグ
ラフ、墨、スクレイパー・紙　60.5×44.2cm　オ
スロ市立ムンク美術館

図42 エドヴァルド・ムンク《スフィンクス》1896年　リトグラフ・紙　32.0×
56.0cm　オスロ市立ムンク美術館

図41 エドヴァルド・ムンク《女性/スフィンクス》　1895年　アクア
チント、ドライポイント、手彩色・紙　28.7×33.5cm　オス
ロ市立ムンク美術館

図40 エドヴァルド・ムンク《象徴的な習作》1893－94年　油彩・カンヴァス　56.0×
69.0cm　オスロ市立ムンク美術館

図38 『Tyrihans』誌42号、1895年10月18日刊（ノルウェー国立図書館蔵）掲載のム
ンク個展（ブロムクヴィスト画廊）のカリカチュア
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しては特殊な下地ではないが、《オースゴールストラ
ンの日の出》の額に施された技法が、ムンクによる油
彩画にも用いられていたことになる。
　ムンクが額縁を制作したのは、上述したように二
例のみが知られているが、両者はいずれも《オースゴ
ールストランの日の出》と同じく1890年代半ばから後
半に描かれている。そしてこの時期、ムンクは、中心
と周縁のイメージを組み合わせるような作品をいく
つか制作している。《象徴的な習作》（図40）には、左
右に分かれた風景を囲むように複数の人物像と頭
部が配されており、《女性/スフィンクス》（図41）、《ス
フィンクス》（図42）では、上縁のイメージが中心の画
面とより独立したものとして存在している。《夏の風
景》（図43）では、風景画を周縁の装飾で囲む趣向が
みられ、《アウグスト・ストリンドベルイ》（図44）でも、ス
トリンドベルイの肖像が額縁状の装飾で囲まれてい
る。特に後者は女性の髪として象徴的に描かれてい
るが、全体を波打つ曲線が不規則に並ぶデザインは
《オースゴールストランの日の出》の額縁と共通して
いる。そして《灰》（図45）では、横たわる木とそこから
立ち上る煙が下縁と左縁を覆い、主題を示唆すると
ともに、鑑賞者と画中の情景の境界となっている。
煙の描写には、《アウグスト・ストリンドベルイ》と同じ
く本作の額縁との共通性を見出すことができる。
　このように、《オースゴールストランの日の出》に取
り組んでいた時期にムンクが額縁の制作を手掛けて
いただけでなく、額縁を画面と一体化させる表現に
関心を抱いていたことは、本作の額縁の制作者が画
家自身であることの証左となる。今後は作品そのもの
と同じく、ムンク研究において重視される存在となる
だろう。

図45 エドヴァルド・ムンク《灰》1895年　油彩・カンヴァス　120.5×
141.0cm　オスロ国立美術館

図44 エドヴァルド・ムンク《アウグスト・ストリンドベルイ》1896年　リトグラ
フ、墨・紙、60.5×46.0cm　オスロ市立ムンク美術館

図43 エドヴァルド・ムンク《夏の風景》1896年　テンペラ・カンヴァス　75.0
×100.0cm　オスロ市立ムンク美術館
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結び

　科学調査により、本作にはもともと三人の人物像が描かれていたことが判明した。撮影された下層のイメージと
同じ構図を描いた習作が残っており、それに付された画家自身による説明から、幼い日のムンクとその姉が、母親
から死が近いことを告げられる場面であったことが分かる。家族の死はムンクの初期作品において重要なテーマで
あったが、子供たちと母親の描かれ方は「死」により重層的な意味を持たせているように思われる。そしてうずくま
る少年のポーズは、《叫び》の着想源に対して、新たな示唆となるものである。
　上記の構想が放棄された後、風景画として仕上げられた本作は、画家がオースゴールストランにおいて、独自の
自然表現を模索していた時期に制作された。夜明けの明るさと暗さが共存する雰囲気を、絵具の塗り重ねによっ
て精妙に表現する一方、水面を照らす太陽の描写には、のちのモニュメンタルな表現へのつながりを見出すことが
できる。また空の部分に見られる特異な描写は、本作の写実性をふまえれば、気象現象として説明することも可能
であろう。
　加えて、額縁も本作の位置づけを考えるうえで重要である。額縁に着彩する技法から、額の装飾を行ったのは
画家である可能性が高く、ムンクが存命の頃からこの額縁が使用されていたことが、当時の写真から確認できる。
《オースゴールストランの日の出》を描いていた頃、ムンクは少なくとも2つの額縁の制作を行っており、画面を囲む
周縁のイメージにも関心を抱いていた。そうした事実を踏まえれば、額縁を制作したのはムンク本人であると考え
るのが自然であろう。
　以上、《オースゴールストランの日の出》について、画面に隠されていた人物群、風景画としての位置づけ、額縁
の制作者と異なる視点から考察してきた。本作が描かれた1890年代半ばは、ムンクが画家として最も充実してい
たとされる時期であり、いずれの結果もそのことを裏付けるものである。本作が吉野石膏コレクションに加わったこ
とで、多くの人々の目に触れ、さらなる研究が進むことを願う。
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